
3) ニホンザルの成長に仲なう眼内視所見の推移

後藤俊二

幼児期の人工岬Tfを主な対象として.脚色光軸
形法等による眼底伶及び前限耶透光体の屈折率の

変化についての継続姐祭を行っている｡

1981咋皮 (昭56)末飼-ff頑数調べ

種 名 頭 数

コ モ ン ツ バ イ 9

ワ オ キ ツ ネ ザ ル 3

ス ロ ー ロ リ ス 2

オ オ ギ ャ ラ ゴ 5

ワ 夕 ポ ウ シ 夕マ リ ン 12

シルパ ーマ ー モセ ッ ト 4

ヨ ザ ル 7

リ ス ザ ル 3

ノ ド ジ ロ オ マ キ ザ ル 1

フ サ オ マ キ ザ ル 2

チ エ ウ ベ イ クモ ザ ル I

､ ド リ ザ ル 3

パ タ ス ザ ル 2

ニ ホ ン ザ ル 283

ヤ ク ニ ホ ン ザ ル 23

ア カ ゲ ザ ル 174

タ イ ワ ン ザ ル 13

ブ タ オ ザ ル 4

ペ ニ ガ オ ザ ル 6

ボ ン ネ ッ ト ザ ル 10

カ ニ ク イ ザ ル 36

ア ッ サ ム ザ ル 5

M.frX M ry 2

M.ff X M m 6

Ep X Ca 2

マ ン ト ヒ ヒ 2

ゲ ラ ダ ヒ ヒ I

シ ロ テ テ ナ ガ ザ ル 2

ア ジ ル テ ナ ガ ザ ル 1

チ ン パ ン ジ ー 8

4) ニホンザル四肢奇形の原因探究

後藤俊二

血液検充を主としたE:淋 病Pl!学的枚肘を兆同研

究の一環として進めている.今咋腔は所たに串fTJ

郡が調ff対象に加えられた｡
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二ホンザル研究林

研究林実行委員会

1.下北研究体

下北半島北西部のニホンザル生息地では,例年

の通り.主として冬季の観察条件の良い時期に,

耶れの遊動の継続追跡観察を行ったO

西南部に生息する群れに関しては,分裂後の経

過を追 うとともに,餌づけ群の生態管理に必要な

基礎調査を行ってきた｡

2.上信越研究林

稚魚川流域の冬の糞内容分析研究が行われた｡

その中で,糞に含まれる繊維によって食物の樹

種分煩が可能になりつつある｡又,岨朔川流域の
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seedtrapによる果実生産量,植生調査及び志賀

C群の生態調査が,1980年に続いて行なわれた｡

冬)抑こおける志賀A2群の空間配置に関する予
bTI7調禿.及び志賀Al群の泊り場におけるグルー

ビングに関する予備調査が行われた｡

3.木曽研究林

56咋皮には,共同研究員と協力し,ひきつづき

群れの遊動について追跡調査を行ったOしかし主

･&17･な労力は,この地区でおこっている猿害を阻止

し.サルを広大な国有林に追い戻すことに払われ

た｡企図にわたり頻発している猿害問題の解決が,

ニホンザルの保全につながるからであると同時に,

この地区での研究を安心して行えるようにする必

公･もあるからである｡

木LY]研究林には56年度から国費が認められたの

で.研究の韮地となる小舎の娃設とともに,いよ

いよ野生即の個体識別下での長期 トL/-スに向け

て.-妙をふみ山すことになる0

4.広久山研究林
56咋皮の淵禿活動は主として共同利用研究によ

ってすすめられ,研究体予定地での長期集中調査

が行われた｡研究目的としては,自然群での社会

学 ･生態学をおしすすめることにあるが,今年度

はとくにH体的な社会関係まで調べることができ

た｡57年皮は56年度の調査の継続として,屋久島

の上部に生息する群れとの生態学的差異と,垂直

分和梢出の中での群間関係のありかたを明らかに

することを目標としている｡

研究体予定地は.国別岳西斜面の国有林2-4

林班であるが,多くの群れが国有林界より下の民

有林の部分にまたがった行動域を持っている｡現

荏.国別岳西斜面と瀬切川左岸域を核とする垂直

絹について,施共計画案の見直しと,国立公園へ

の編入,保謹区区分の格上げが,林野一環墳両庁

の間でほぼ決定した｡

大学院学生

昭和56年度における京都大学理学研究科動物学

専攻霊長類分科の学生,指導教官および研究テー

マは次のとおりである｡

氏 名 学年 指導教官 研究テーマ

丸橋珠樹 D3 河合 雅雄 ヤクザルの社会生

態学的研究

川本 芳 D3 野揮 謙 遺伝的変異よりみ

た霊長類の系統に

関する研究

小島哲也 D3 室状 靖子 ニホンザルの個体

認知行動の実験的

分析

松本 員 D3 江原 昭善 霊長蛸の顎 ･顔面

頭蓋の形態学的研

究

森山恭子 D3 近藤 四郎 霊長蛸足骨に関す

る形態学的研究

船橋新太郎 D3 久保田 崩 スキルネスの神経

機構の研究

藤田和生 D3 室状 靖子 ニホンザルの概念

学習に関する実験

的研究

浜田 穣 D2 近藤 四郎 ニホンザルおよび

その他のマカクの

形態研究

今井一郎 D2 田中 二郎 沖縄県西表島にお

ける狩札 魚軌

採集

星野次郎 D2 河合 雅雄 ニホンザルの群に

おけるオトナオス

の役割

鹿野一厚 Dl 田中 二郎 小笠原野生化ヤギ

の社会生態学的研

究

官藤浩子 Dl 河合 雅雄 ニホンザル自然群

におけるメス離脱

による分裂群の形

成過程に関する研

究

ジャン･ Dl 河合 雅雄 ニホンザルの顔の

パ ルセロ 表情の研究

幸田正典 M2 河合 雅雄 旧世界ザル･新世

界ザル25軽の母子

関係の比較行動的

研究

名取員人 M2 江原 昭善 リスザルの臼歯の

個体変異について

三谷雅純 Ml 河合 雅雄 日本ザルの音声の

コーディネーショ

ンについて

広谷 彰 Ml 河合 雅雄 ニホンイノシシの

動物社会学的研究
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